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　アモルファス合金とは、金属融液を瞬間凍結させることで
金属原子が結晶格子を生成せずに凝固した金属合金であ
る。欠陥や変形が生じず優れた機械的特徴や耐食性を示
し、さらには高い弾性、生体適合性を持つ。現行の操作性
に優れたコバルトクロム合金によるプレートや人工関節は、
金属材料から溶出した金属イオンが毒性を示すことがある。生
体適合性に優れるチタン合金であっても、細かな構造を3D
プリンティングで作成することはできない。しかしアモルファス
合金は3Dプリンティングの製作技術が確立してきており、細
やかな形態付与が可能である。菲薄化や網目構造、微細
構造の付与が可能である。立体構造や内部構造を変化さ
せることで、新たな再建材料の開発を行う。

＜3Dプリンティングでの構造体の実証＞
　アモルファス合金の3Dプリンタの構造限界の検証のため
構造体の作成を行い、作成可能な大きさと角度の検証を行っ
た。シリンダー直径を1、2、3、4、5mmと変化させて直立した
円柱を同一構造体内で作成したものは成功した。精度とし
ても実用には研磨を必要とはするが、問題ないと思われる。
　角度の検討用の構造体については、直径3mm、2mmま

　今回の研究により現行のチタン合金とは別に、より微細構
造の付与が可能で生体への為害性が少ない合金でのデン
タルインプラントが実現すると、高齢化社会での歯の喪失に
よる人々の福音となりQOLを上げるのに貢献することはもち
ろん、広く医療への応用へもつながる。例えば、医療用の骨
固定プレートや、欠損部の人工骨への応用も可能である。特
に現在材料を提供予定のヘレウス社においては3Dプリンタ
によるアモルファス合金の微細な造形が可能であり、これま
で不可能であった欠損部の再建に優れた形態再現性を持
たせることを実現可能とすると考える。さらに適切な負荷が
かかった際の骨への影響を明らかにしていくことで、将来は
骨粗しょう症やヘルニアなどの骨疾患治療に応用も可能で
あると考える。
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では問題なく作成可能であったが、底面側には構造体表面
の荒れが認められた。また、直径1mmの構造体では作成は
成功したものの強度が弱く郵送中に破断する結果となった。
本来アモルファス合金は高い弾性を持つため、しなりやたわ
みが生じることで破断しにくいと考えられている。しかし、3D
プリンティングで細かな構造体を作成する場合には積層とい
う過程を踏むためか脆性が強く生じてしまう可能性が示唆
された。
＜動物実験＞
　10週齢のラットを用いて大腿骨にアモルファス合金とチタン
合金のネジを埋植した。表面の形状を研磨、非研磨の2群
に分類し、埋植を基準として2週、6週、13週でラットを採集し、
HE染色にて炎症や骨造成について観察を行った。２週後
の評価としてアモルファス合金はTiと同様に炎症所見も認
められず、初期固定には問題ないと考えられた。６週後の評
価としてはTiと比較してアモルファス合金の方がわずかに
骨造成は遅いように感じられたが、実用には問題ない程度と
考えた。１３週後は骨代謝が進み、骨量は減っているものの
アモルファス合金と骨の接着面はTiと同様の所見を示した。
　アモルファス合金とチタン合金で有意差がなければアモ
ルファス合金の臨床応用は可能と考えるため、生体適合性
の面では生体内への留置に問題はないと考える。


